
関東ふれあいの道を歩く 17神奈川（⑰北条武田合戦場のみち） 

                         2019 年 12 月 15 日池内 淑皓   

2019 年 9 月 14 日（土）台風が過ぎ天気が回復して、秋らしい気候になったので、関東ふれあいの道 

「⑰北条武田合戦場のみち」を歩いた。 

   永禄 12 年（1569）武田信玄が小田原城を攻め、甲斐に帰る途中愛川町の志田、三増の地で合戦を行い、 

北条方が ”こてんぱん” にやられた場所である。 

   今日は 16.2ｋｍ、5 時間 30 分の長距離を歩くのであるが、古戦場をゆっくり探訪してみたい。 

 

       

     ⑰武田北条合戦場のみち」概念図     （首都圏自然歩道連絡協議会） 

（坂尻バス停、半原越、経ヶ岳、半僧坊、角田大橋、三増合戦の地、志田峠、韮尾根バス停） 

 

   

         「⑰武田北条合戦場のみち」行程図 

 

https://livedoor.blogimg.jp/a6010261b/imgs/d/4/d47b034f.jpg


        

      今日の最寄り鉄道駅は、小田急 本厚木駅 

 

  

         宮ケ瀬行きのバスに乗車し坂尻バス停で降りる。約 40 分かかる  

 

            

  厚木方面へのバス停には、関東ふれあいの道概念図が掲げられているから、地図で確認してから出発しよう 



        

   法論堂集落の入口にはこの先半原越まで「⑫丹沢山塊東辺のみち」と一緒であるから、道標を見間違わないこと。 

 

     

     途中にはしゃれた喫茶店があるから、逆コースの場合はバスの時間調整と休憩に便利。 

法論堂（おろんど）という集落は、昔仏果禅師がここで法を論じ合ったから、その名が付いたと云う。 

     

       看板の清川しっぽ村は猫のホスピス。不要な猫を引き取り、新たな飼い主を探す施設 



          

           さらにその先には、犬のホスピスもあった。 

 

            

  「半原越」昔煤ヶ谷方面の繭を、半原で糸にする重要な街道の峠であった。峠から左手へ経ヶ岳に向かう、 

右に行けば「⑫丹沢山塊東辺のみち」で仏果山に到る。 

 

        

          私も記念に一枚パチリ 



        

   「経石」昔、弘法大師がここに経文を埋めた事から経石と名付け、その山を経ヶ岳（633ｍ）と呼んだ 

 

    

     「経カ岳（633ｍ）には三等三角点が立つ、木々に覆われて見晴らしは悪い 

 

    

         尾根から外れると急坂が待っている、ここから田代集落まで一気に 500ｍ下る 



       

          途中林道と交差するが、尾根道をそのまま下る 

 

    

       国道 412 号に出ると、田代半僧坊バス停がある、バイパスの側道を下ると寺の前に出る 

 

        

     「勝楽寺」曹洞宗 本尊：釈迦牟尼仏 昔弘法大師が法華経を書き写した霊場と言われる。 
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        「本堂」寛政 5 年（1793）焼失したあとの再建。元は真言宗のお寺であった。 

 

    

   「田代半僧坊」お寺の敷地続きの隣にある。遠州奥山方広寺から勧請した半僧坊大権現を今、田代半僧坊 

大権現と呼んでいる。田代はここ集落の名前。  

 

  

       国道のバイパスが出来る前までは、この先の門が入口であった、今は下を潜る 
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     ふれあいの道は田代の集落に入らず、中津川下流の角田大橋を渡り、対岸の三増集落に入る。 

後方左の山は今歩いて来た経ヶ岳、右の山は仏果山（747ｍ）。中津川は鮎釣りの人で一杯 

 

             

      ふれあいの道は、バス停角田大橋から右手の丘陵地帯に向かって、緩やかに登ってゆく 

 

       

         三増から志田、現東名厚木ゴルフ場辺りは、中世武田・北条の古戦場であった 



   

     永禄 12 年（1569）ここ三増の丘陵地帯を武田 2万の兵力が北条と合戦した。 

    当初、信玄は小田原を包囲したが、北条は籠城作戦を取り攻めあぐむ、双方膠着状態となった。 

 

   

    「三増合戦場の碑」信玄は小田原城の無理攻めを止めて、平塚から相模川沿いに甲州に帰ると 

    見せかけ、三増の山岳戦に誘い込む。罠に嵌った北条勢は三千余人の戦死者を出し、退却した 

 

     



   「武田・北条陣立て図」丘陵の上に武田軍、低地の川沿いに北条軍、この陣形から北条の負けが分かる。 

筑井城には北条が詰めていたが、武田の包囲網により一歩も動けなかったと言う。山岳戦は武田得意の戦法 

 

             

 「志田峠」三増の北に位置する、武田軍の山県昌景はここから谷沿いに下り、北条の側面を突くと北条軍は総崩 

  れとなる。江戸時代この道は厚木から三ケ木、相模湖に出る大山街道として栄えた。地蔵がポツンと残る。 

 

     

  「清正光」（志田朝日寺）210 段の石段を上る。昭和 9 年鎌倉から移転したが、昭和 27 年清正光と改めた。 

名は日天子、月天子、明天子の教えを象徴して神格化したもの 

 

    



   志田峠からゆるやかに下ってゆくと、東京農工大学実験農場の田圃（フィールドサイエンス教育研究 

センター）に出る、このあたり牧歌的な風景に出会えてホッとする。 

 

         

          野辺の地蔵の前に来れば、⑫丹沢山塊東辺のみちに合す 

 

    

       韮尾根バス停に到着。 

バスは 13：39 から 16：19 までないので、20 分程歩いて半原のバス停に向かう事となる。 

       [コースタイム] 

    本厚木駅（7：50）→坂尻バス停（8：30）→半原越（9：45-9：55）→経ヶ岳（10：20-10：25） 

→半僧坊バス停（勝楽寺）（11：50-12：20 昼食）→角田大橋（12：40）→三増合戦場碑（13：15- 

13：30）→志田峠（14：20）→韮尾根バス停（15：00）→半原バス停（15：20）  

この項完  33,000 歩 24ｋｍであった 今回で神奈川県の全コースを終了する  

        

           関東ふれあいの道を歩く（1）東京（①湖のみち）に続く 


